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欧州・米国・アジア・オセアニアに対応した「ラベル・SDS 作成」の手順　書籍

★「月刊 化学物質管理」でもおなじみの馬橋氏による、待望の実践手順書です。
    対象国は、EU、米国、中国、台湾、韓国、東南アジア（ベトナム、タイ、マレーシア、シンガポール、フィリピン）、
  オーストラリア、ニュージーランド、そして日本！！

総論
はじめに～化学品管理に関わるアジェンダ21 以降の国際動向
アジェンダ21 以降の各国の規制概要

【各国に対応したラベル・SDS 作成の実務】

第１章　「欧州」に対応したラベル・SDS 作成の実務
1. 欧州CLP
1.1　DSD/DPD からCLP へ
1.2　CLP 規則の導入
1.3　CLP 規則の概要
1.4　CLP 規則の留意点
1.5　欧州における安全データシート(SDS) の基礎
1.6　欧州における安全データシート(SDS) 作成のポイント

第２章　「米国」に対応したラベル・SDS 作成の実務
1. 米国HCS
1.1　HCS 1994 (HazCom 1994) からHCS 2012 (HazCom 2012) へ
1.2　HCS 2012 (HazCom 2012) の導入
1.3　HCS 2012 (HazCom 2012) の概要
1.4　HCS 2012 ラベル表示
1.5　米国における安全データシート(SDS) の基礎
1.6　米国における安全データシート(SDS) 作成のポイント

第３章　「東アジア」に対応したラベル・SDS 作成の実務
はじめに～東アジアにおけるGHS 導入の動き
1. 中国
1.1　中国の法体系及び化学品規制の推移
1.2　危険化学品安全管理条例
1.3　中国国家標準GB3000 シリーズ

1.4　ラベル作成のポイント
1.5　SDS 作成のポイント
1.6　長江保護法、黄河保護法
1.6.1　長江保護法
1.6.2　黄河保護法

2. 韓国
2.1　韓国の法体系
2.2　韓国におけるGHS 関連法規制
2.3　ラベル作成のポイント
2.4　物質安全保健資料(MSDS) 作成のポイント

3. 台湾
3.1　台湾の法体系
3.2　台湾におけるGHS 関連法規制
3.3　台湾のラベル作成のポイント
3.4　台湾の安全資料表(SDS) 作成のポイント

第４章　「東南アジア」に対応したラベル・SDS 作成の実務
1. ベトナム
1.1　ベトナムの法体系
1.2　化学品法、下位法及びGHS 型法令
おわりに

【付録CD-R】
各国法規制概要（PDF）
各国法規制関連サイト（PDF） 
　※ 本文中で参照しておりますURL は執筆当時のものです。
　　 時間の経過によるリンク切れ・変更等についてはご容赦下さい。

馬橋実（うまはし みのる）著　※元・丸紅株式会社

● 日本国内の対応（化管法・安衛法・毒劇法、JIS Z7252 7253）も勿論、基本～重要事項を押さえています。

● 関連法規からラベルSDS作成手順まで、国ごとの留意事項を各章ごとに分かりやすく纏めています。

● 多くの図や表を駆使して、適切なラベルSDSのイメージを提示しています。

● 各国のSDS第1項～16項まで、各項目要求事項のポイントを総攬できます。

● 使用言語、サイズ、インクの色 等々、個別具体的な規定も、しっかりと網羅しています。

● 発刊現在時の最新動向をキャッチアップすべく、上梓ぎりぎりまで情報更新をしています。

● GHSの対応分類・ビルディングブロックなど、各国比較にもしっかりと対応しています。 https://johokiko.co.jp/publishing/BC240305.php
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